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多職種連携による治療アドヒアランス向上に向けた高血圧
管理
　⽇本の⾼⾎圧患者のうち約7割は⾎圧値を適切にコントロールできていないとされていま
す。適切な⾎圧管理を実現するには、患者の⼼⾝状況のみならず社会的環境などを踏まえ、
生活習慣改善と薬物治療を軸とした適切な介入と包括的な管理が必要です。そのためには、
医師だけではなく看護師、薬剤師、栄養管理士などの多職種が連携し、患者自身も納得して
共通の目標をもつことにより、患者自身が主体的に治療と管理に臨むことができ、アドヒア
ランスの向上につながると考えられます。このセッションでは、患者さんの適切な高血圧管
理を目指す多職種連携の実際について、コメディカルの立場から現場の取り組み、今後の展
望をお話し頂きます。
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